
2　なんばんめ 　　がつ　　にち なまえ

こたえ たなの　どこに　あるかな 標 準 ②
ひょうじゅん

1 うえから　2だんめ、ひだりから　3ばんめに　ある　ものに　○を　

つけよう。

2 □に　かずを　かこう。

いちごは　うえから　 2 だんめ、 ひだりから　 2 ばんめ

えんぴつは　うえから　 3 だんめ、 ひだりから　 4 ばんめ

ほんは　したから　 3 だんめ、 みぎから　 1 ばんめ

バスは　したから　 1 だんめ、 みぎから　 3 ばんめ

3 □に　かずを　かこう。

くまは　うえから　 2 だんめ、 ひだりから　 2 ばんめ

さかなは　したから　 1 だんめ、 みぎから　 3 ばんめ

うさぎは　うえから　 1 だんめ、 みぎから　 1 ばんめ

おうちの方へ

たなのように、たてとよこの2つの数で場所を表す考え方は、あとの学

年の「表」や「座標」の土台になります。

③の答え：くま2・2、さかな1・3、うさぎ1・1。①の答えはくる

ま。②の答え：いちご（2だんめ・2ばんめ）、えんぴつ（3・4）、ほん

（したから3・みぎから1）、バス（したから1・みぎから3）。
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